第４６回　卒業証書授与式　式辞

ただ今、三百三名に卒業証書を授与いたしました。まずは、卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。　
本日、ご来賓の皆さま、卒業生のご家族の皆さまのご列席をいただき、第四十六回の卒業証書授与式を挙行できますことを、高いところからではありますが、心より御礼申しあげます。

卒業生のご家族の皆様、本日は誠におめでとうございます。ある時は厳しく、そして、ある時は暖かく接しながら、ともに歩まれた三年間であったかと存じます。
本日、新たな旅立ちを迎えた卒業生はこの北千里高校で、心も身体も立派に成長されました。

担任団をはじめ、教職員一同、心からお喜び申しあげますとともに、この間、本校の教育にご理解、ご協力をいただきましたことに深く感謝を申しあげます。

さて、卒業生の皆さん、改めて、ご卒業おめでとうございます。
人生の節目である、この記念すべき日を心より祝福するとともに、新たな出発(たびだち)にエールを送りたいと思います。

三年前を振り返ってみてください。皆さんが入学した頃は、新型コロナ感染症の影響からようやく解放され、従来の高校生としての生活が出来るようになった時期でした。それまでの中学校での生活は、マスクで互いの顔や表情がよく分からないうえに密になって話をすることも許されないといった大変な時期であったため、皆さんを迎えてくれた先輩方がそのブランクを埋めようと奮闘し、皆さんの不安を取り除こうとしてくれていました。

そんな先輩方から渡されたバトンを受け継ぐべく、様々な場面で悩みながらも前を向き歩んでこられました。
入学して最初のオリエンテーションで学年主任の酒井先生が「舞台北千里」と言われたことを覚えていますか。これは四十六期生の担任の先生方の想いから作られた言葉です。

この言葉には二つの願いが込められています。
第一はここにいる皆さん全員が自分の輝ける役割を見つけて欲しいということでした。
大きな声でみんなを引っ張っていく人、静かに段取りを考える人、困っている

友達をそっと支える人、新しいアイディアで空気を変える人。どの役割も唯一無二で、どれ一つ欠けても「舞台」は成り立ちません。

そして、第二はどんな「舞台」にするのかを四十六期生の皆で決めていくこと。
与えられた台本を上手に読むのではなく、演目そのものを自分たちで選び、構成し、磨き上げることです。自由に、しかし責任をもって。この難しいけれど尊いスローガンに対して、皆さんは日々の実践で表現してくれました。

目標に向かい力を合わせた部活動、体育祭では本校初の八団編成で、「全員が輝く」を合言葉に後輩たちを引っ張りながら成功に導き、文化祭の演劇では、脚本、演出、照明、小道具などの一つ一つを、仲間とともに磨き続けました。
修学旅行では、「どこへ行くか」よりも「どう過ごし、何を学ぶか」を自分たちで考え、先生方とともに企画を練り上げ、絆を深め、これらの思い出はいつまでも心に残る、かけがえのない宝物です。

また一昨年、生徒の皆さんと対話を重ねてルールメイキングを行い、頭髪や服装の規定を見直しました。これは単なる規制の緩和ではなく、「この学校で大切にしたい価値は何か」を問い直す作業でした。

見直しの結果、学校の空気は以前にも増して自由で伸びやかなものになりました。しかし、その自由が安易に「何でもあり」に流れなかったのは、皆さんが

自由の本質を理解し、行動で示してくれたからです。自由とは、好き勝手にふる
まうことではありません。自由とは、自分で考え、自分で選び、その選択に責任を持つこと。

四十六期生は、この当たり前に見えて難しい原則を、言葉ではなく実践で示しました。朝の挨拶一つ、提出物の一点、行事前後の片づけの数十分——その小さな積み重ねが、自由を「秩序ある自由」へと変化させ、校風そのものを一段押しあげたと思っています。皆さんの背中は、後輩たちにとって最高の教科書になりましたよ。

ここで、皆さんがこれから歩む社会に目を向けます。いま世界は、目まぐるしく揺れ動いています。国と国の緊張や衝突、気候変動の進行、貧困や格差の拡大、AIとテクノロジーの急速な進化——昨日の常識が今日には通用しない、そんな時代に私たちは立っています。

けれども、私は悲観していません。変化の大きな時代は、学び、考え、行動する人にとって、最も大きな可能性が拓ける時代でもあるからです。
決まっていないからこそ自分たちで決めるという学び方、他人事ではなく自分事として関わるという姿勢、そして仲間と共に答えを創り出すという実践を皆さんは、すでにここ北千里高校で積み重ねてきました。


どうか忘れないでください。世界を変えるのは、特別な誰かではありません。挑戦を続ける皆さん一人ひとりです。未来は挑戦する者の手にあります。正解の
ない問(と)いを前にしても、仮説を立て、試し、修正し、また挑む。その反復こそが、皆さんの視野を広げ、足元を固め、世界を少しずつ良い方へと動かしていきます。

そのために、皆さんに大切にして欲しいことを三つお伝えします。

一つめ、仲間を大切にしてください。共に学んだ友は、場所が変わっても、時が過ぎても、必ずあなたを支える存在です。迷ったとき、立ち止まったとき、同じ景色を見てきた仲間の言葉ほど、心強いものはありません。そしてあなたも、誰かの力になれる人でいてください。

二つめ、学び続けてください。学びは教室を出ても終わりません。これからの学びは、「正解を覚える」から「最適を創る」へ。問いに出会い、情報を集め、仮説を組み立て、行動し、振り返り、また次へ——このサイクルを回し続ける人が、どんな時代にも必要とされます。

三つめ、選択に責任を持ってください。自由の本質は主体性にあります。自分で考え、選び、責任をもって行動する。迷ったときには、「この選択は、未来の自分を誇らしくさせるだろうか」と自分に問いかけてください。遠回りに見える道が、やがて誰よりも遠くへとあなたを運んでくれることがあります。

もう一度伝えます。
仲間を大切に、学び続ける、選択に責任を持つ。大切にしてください。

さあ、ここからが皆さんの本番です。リハーサルはもう終わりました。観客でいる時間も、脇役だからと遠慮する時間も、もう必要ありません。あなたの人生の舞台で、主演を務めるのは、他の誰でもないあなた自身です。

自信を持って一歩を踏み出してください。失敗を恐れないでください。失敗は挑戦者だけに与えられる、もっとも誠実な勲章です。うまくいかない日があっても大丈夫。その日こそ、あなたの物語が深くなる日です。

四十六期生の皆さん。北千里高校で過ごした日々を誇りに、仲間を誇りに、そして自分自身を誇りに、堂々と新しい世界へ漕ぎ出してください。
私たち教職員は今日この日まで懸命に駆け抜けたあなた方が誇りです。

さあ——It's show time。ご卒業、誠におめでとうございます。

令和八年　三月　三日
大阪府立北千里高等学校　　　　　校長　田尻 由美子
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